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• 日時： 2024年8月29日（木）
• 場所：ちよだプラットフォーム

スクウェア（東京都千代田区）
• 参加者： 最大20名 ※先着順
• 講習内容 午前＋午後

– ⻄沢ツール実習
– 見える化実習

• 参加費：2万円
– 正会員は1万円（団体は2名まで）

2024年度ツール実習会

GTFS・バスデータ整備実習

⻄沢ツール 見える化共通入力フォーマット



GTFSデータリポジトリ

• Webページの「データ登録
ガイド」ご参照



• 正会員（個人）：10,000円
• 正会員（団体）：30,000円
• 賛助会員（個人）（団体）：3,000円
• 賛助会員（行政）：無料（国の機関、地方公共団体）

※ 正会員の入会申し込みには現在の正会員１名の推薦が必要です。お知り合いがいない場合に
は事務局にご相談ください。

日本バス情報協会 入会案内

https://www.busdata.or.jp/入会ご案内/

https://www.busdata.or.jp/%C3%A5%C2%85%C2%A5%C3%A4%C2%BC%C2%9A%C3%A3%C2%81%C2%94%C3%A6%C2%A1%C2%88%C3%A5%C2%86%C2%85/


• 本日の発表資料、動画
• 今後のセミナーご案内など
• 過去のセミナー資料など

日本バス情報協会Webページを定期的にチェック！
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